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トンネル内 非常用設備

※空中写真データ(国土地理院) (当該ページのURL)をもとに加工

事業効果
整備による交通の円滑化･安全性の向上

常神～神子間の整備効果

　この道路の開通により、災害に強く安全な通行が確保され、常神半島と三方五湖やレインボーライン

との周遊性も高まり、地域観光の振興に寄与することが期待されます。

 　一般県道常神三方線は、若狭町常神を起点に若狭町三方に至る延長約21kmの県道です。 

　当路線は、常神半島を縦断する唯一の道路であり、住民の生活や産業を支える生命線道路ですが、

事業目的
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事業概要

一般県道 常神三方線路    線    名  

三方上中郡若狭町常神～神子事  業  箇  所

第3種4級　設計速度　30km/h道 路 規 格

平成27年度～令和4年度事 業 期 間

令和5年3月11日供用開始日

約33億円総 事 業 費

福井県事 業 主 体

事業区間1,125m（うちトンネル672ｍ）供 用 延 長

現道は海に面した斜面沿いに位置し幅員が狭く急カーブが連続する道路であったため、これまで

斜面崩落により度々道路が寸断されてきました。


